
JP 4362016 B2 2009.11.11

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　二つのサイドリング（２０、２２）と、前記リング（２０、２２）の間に配置された
一つの枷（２４）と、を備えた馬用の小勒であって、
　　前記枷（２４）は、一方では少なくとも一つの継手（２６、２８）を有しており、他
方では二つの側片部が設けられており、各側片部の端部であって前記少なくとも一つの継
手（２６、２８）から離れた位置には穴（３２）が穿設されており、該穴は前記リング（
２０、２２）の一つが、　自在に動くように挿通されており、前記二つの穴（３２）の二
つの軸（４２）により規定される面は、前記少なくとも一つの継手（２６、２８）におけ
る関節軸（３４、３６）に対して４５°±２０°、好ましくは４５°±１０°の角度で傾
斜していることを特徴とする、馬用の小勒。
【請求項２】
　　一つ以上の継手（２６、２８）が設けられている時に、該継手（２６、２８）におけ
る関節軸（３４、３６）が互いに平行である、請求項１記載の小勒。
【請求項３】
　　枷（２４）には中央部（３０）と二つの継手（２６、２８）とが設けられている、あ
るいはただ一つの継手（２６、２８）が設けられている、請求項１記載の小勒。
【請求項４】
　　前記中央部（３０）は、二つの継手（２６、２８）を形成するための、二つの平行し
た接続穴（３８、４０）を有している、請求項３記載の小勒。
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【請求項５】
　　前記中央部（３０）が最大で４センチメートルの長さになる、請求項３記載の小勒。
【請求項６】
　　前記中央部（３０）が二つの穴（３８、４０）を有し、該穴の中心線が２．５センチ
以下、好ましくは２センチ以下の間隔をおいている、請求項３記載の小勒。
【請求項７】
　　少なくとも一つの継手（２６、２８）と他の全ての継手（２６、２８）が、遊びを有
する形で互いに連結された小環として構成され、それらは、側片部あるいは中央部（３０
）における末端領域に設けられている、請求項１記載の小勒。
【請求項８】
　　枷（２４）を伸長した際、前記二つの穴（３２）における二つの軸（４２）のそれぞ
れが、該二つの穴（３２）の二つの軸（４２）の面において、枷（２４）の長手方向の軸
に対して９０°より少ない、好ましくは６０°から８５°の間の角度を形成し、該穴（３
２）の二つの軸（４２）は前記長手方向の軸に対し同じ角度で位置している、請求項１記
載の小勒。
【請求項９】
　　馬用の小勒が馬の口内に位置した時、前記二つの穴（３２）の前記軸（４２）は馬の
舌の下の方で交差するようにして構成した、請求項８記載の小勒。
【請求項１０】
　　前記中央部（３０）は、前記側片部（２９、３１）の近接した領域よりも厚みのある
、請求項３記載の小勒。
【請求項１１】
　　前記中央部（３０）が最大で３センチメートルの長さになる、請求項５記載の小勒。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、二つのサイドリングと前記サイドリングとの間に配置された枷を備えた馬用の
小勒に関するものである。前記枷は一方に少なくとも一つからなる継手を有し、他方に二
つの側片部が設けられている。少なくとも一つの継手から間隔をおいた、側片部それぞれ
の末端部には穴が設けられており、前記穴にはリングの一つが、該リングが可動自在な形
でそれぞれ設けられている。
【０００２】
馬用の小勒に関する様式については、ヨーロッパ特許第１７９５９号に示されている。原
則として、この小勒は非常に適切であることが証明されている。このヨーロッパ特許で引
用された馬用の小勒に関した参考文献があり、特に、ＵＳ-Ａ-４，００５，５６４号、Ｇ
Ｂ-Ａ-７７１２／１９１４号、ＧＢ-Ａ-６５１９１３号、ＤＥ-C-１９４０７１号があげ
られる。
【０００３】
前述し、また従来提案された小勒の発明では、形状を平坦かつ滑らかにし、角をとり除き
、枷の個々の部品間の接続部分を柔らかくすることが枷の設計上特に有効であることが証
明された。また、側片部の断面がリング部から内側に向かって先細りするように構成する
ことも非常に有効であることも証明され、この特徴はそのまま保持されるであろう。自在
に可動するように設けた二つのリングを装着する穴を連結する、枷の中央線を基準に、枷
が口の前方や上方に向けてカーブしている、曲線的な枷の構造は、同様に適宜である。前
述したタイプのはみを用いて、カーブ形状が可能となる継手付きの枷を用いることにより
、こうした特性がもたらされた。
【０００４】
一箇所の継手を有した枷を用いたはみはこの中で「単連結」小勒、また二箇所の継手を有
した枷を用いたはみは「復連結」小勒と明示されている。前述の馬用の小勒に関するこれ
ら二つの実施例は、騎手たちによる非常に高い評価が得られてきた。
【０００５】
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本発明では、前述したタイプの小勒の主たる特徴を維持しつつ、馬にとってより適切で効
率がよく、口中でよりよい順応が得られるよう改良したものである。前述したタイプの小
勒では、手綱を引いた時にかかる圧力が必ずしも馬の舌だけとは限らず、口の上側の一部
にも及んでしまうことが見受けられていた。口の上側にかかる圧力はまさに必要なもので
はなかった。
【０００６】
上記事情を踏まえて本発明がなされた。その目的は、馬にとっての装着感を改善し、リン
グを通して生じる引き付け、手綱による引き付けが実質的に舌の上に作用するようにして
、前述したタイプの小勒を改良することである。そうすることにより、馬の口の構造上で
き得る限り最良の方法ではみを確実に適応させることがねらいである。
【０００７】
前述したタイプの小勒に始まり、その課題の解決は、二つの穴の軸により規定される平面
を、少なくとも一つの継手の関節軸に対して４５°±２０°、好ましくは４５°±１０°
の角度で傾斜させることで達成される。
【０００８】
従来の小勒においては、枷の継手の関節軸が、リングを通す穴によって規定される平面上
にあり、継手の関節軸の角度位置はこの面からのわずかな逸脱のみを許してしまうのに対
して、本発明ではきわめて逆の考察を持った。枷の、少なくとも一つの継手における関節
軸を、穴の平面に対して４５°±２０°となる角度で意図的に配置する。その結果、はみ
に、穴の平面に対して４５°の角度で傾斜した第二の平面に関節軸が設けられた。そうし
てその結果、はみが馬の口の隙間でよりよく順応することができ、前記引用した従来の技
術による小勒よりも高度に自在な動きを有すようになった。
【０００９】
試験の結果、このはみは、馬の舌の上での作用が強化され、馬の口の構造上より良く順応
し、高度に改良されたものであることが示された。
【００１０】
好ましい実施例の中で、本発明における小勒は一箇所あるいは二箇所の継手を有している
。三箇所あるいはそれ以上の継手が設けられることもあるかもしれないが、好ましい実施
例では一箇所あるいは二箇所の継手を有す。
【００１１】
さらに、本発明に基づくはみは、前述し、前に提案されたはみと同じ方法で、高度の銅を
含みながら、高度な機械的強度を持つドイツ特許DE４３２６５５０C1号で述べられている
ような、合金からの製造が可能であることが大きな特徴である。
【００１２】
原則的に、継手の構造は任意である。前述したヨーロッパ特許や従来技術の中で説明され
ているような実施例を、技術的にそのまま応用することは可能である。しかしながら、継
手の構造を簡素にすること、すなわち、二つのリングの相互連結によって実質的に規定さ
れる継手において、こうした継手を簡単な構成とすることはきわめて効果的であることが
わかった。継手に関しては、リジッドな関節軸によって規定され、一つの平面上で互いに
関連して動くにすぎない継手の軸によって連結された二部分を持った継手よりも大幅に自
在な動きを有している。継手をリングのように設計するということは、ゆったりとした変
化がさらに生じる。こうして製造の簡略化が可能である。個々の中空スペースに容易にア
クセス可能となるので整備と清掃が容易になる。さらには、滑らかに動く継手を作るにあ
たって材料を付加する必要がない。結局、このような継手の構造は馬が舌を噛むなどとい
った危険を回避する。
【００１３】
好ましい実施例の中で、二つの継手を備えたはみの中央部は、枷における二つの継手を形
成するための二つの平行した穴を有している。それはしかしながら、互いに直角に位置す
る二つの穴を設けて中央部とすることも当然可能である。
【００１４】



(4) JP 4362016 B2 2009.11.11

10

20

30

40

50

二つの継手を有するはみの中央部をできるだけ短くすることは大きな利点をもたらす。中
央部が３センチメートル以上、最長４センチメートルであることが最も適していることが
判明した。一箇所のみの継手を用いたはみにおいては、中央部に相当した短い中央領域で
は、唯一の継手が近接の領域よりも厚みをもって設けられており、その結果、４センチ以
下、場合によっては３、２、或いは１センチ以下の短さが要求され、また必要とされても
、達成することが出来る。
【００１５】
別の好ましい実施例では、はみが通常に位置しているとき、リングを支える穴を通る二つ
の軸が、同じ面にあるにもかかわらず、平面上互いに平行でなく、枷における長手方向の
軸に対してそれらは９０度以下の角度に位置している。それらの相対的な位置はVの字型
を形成している。そうした結果、そして、馬の口内ではみが順応するので、手綱を引いた
際に舌に及ぶ圧力が強化される。穴の位置はもはや相対的に直角ではないので、手綱を引
いた時に動きの成分がはみに導入され、舌がより良い方法で引っ張られるという明確な効
果がもたらされる。
【００１６】
上述した実施例では、馬の口の中に位置した小勒の穴における中心軸が、馬の舌の下方、
すなわち顎の下で交差するのが特徴であることを示している。舌の上での望ましい明確な
張力がこのようにして働いている。しかしながら、全く反対の方法で穴を配置することも
、当然可能である。そのような配置はまた、枷における少なくとも一つの継手における主
たる関節軸の角度位置次第で決まる。この関節軸に基づいて、穴は、舌の上での望ましい
張力が作用するように斜めに形成される。
【００１７】
近接した側片部と比較しての中央部の厚みが特徴であることが判明した。側片部が従来の
技術におけるはみと同じようにリング部分から内部へ先細りしている。中央部分では、再
び厚みを増している。従って、最も厚みのない部分は中央部分とリング部分の間である。
この形状は一つの継手を用いた小勒も、二つの継手を用いた小勒と同じように可能であり
、必要なものである。
【００１８】
本発明における全体的明細書の中で、上部、下部、前部、後部といった用語は、馬がその
頭部を通常の位置に保持したときに、馬の口の中のはみの位置に関するものである。した
がって、「上部」は馬の口部分で耳に近い領域を意味しており、「下部」は口の開口部の
領域に、「前部」は鼻骨の領域に、「後部」は下顎部の領域にそれぞれ関するものである
。
【００１９】
本発明の更なる効果及び特徴は、特許請求の範囲および後述の例示的な実施例において明
らかになる。また、本発明は図面を参照することにより更に詳細に説明されるが本発明の
範囲を限定するものではない。
【００２０】
図１は、二つの継手を備えた馬用の小勒の背面図である。
図２は、一つの継手を備えた馬用の小勒を図１に準じて示した図である。
図３は、図２における枷部分のみ、すなわちリング部分を取り除いたものを９０度回転さ
せた図、すなわち図２の対応する部分を下部から見た図である。
図４は、図２におけるはみの一片部分を図３に準じて示した図である。
【００２１】
図１および図２により説明すると、馬用の小勒は二つのサイドリング２０、２２と前記リ
ング２０、２２との間に配置された枷２４を有している。図１に基づく具体的な実施例で
、それは二つの継手を有しており、図２から図４に基づく具体的な実施例では一つの継手
を有している。したがって、図１に基づく具体的な実施例では、中央部３０のそれぞれの
端に位置した二つの継手２６および２８を有しているのに対して、第二の実施例では一つ
の継手２６を有している。
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【００２２】
枷２４は二つの側片部２９、３１を有している。該側片部には、穴３２が、リング２０及
び２２を自在に動かすことができるような状態で、前記リング一つ一つをそれぞれ装着す
るために設けられている。これらの穴３２の角度位置については後述する。これら二つの
穴３２は、枷２４の外端部分にあって、図１及び図２に基づく表現図における紙面と一致
する面を定義している。図３に基づく図解では、この面は紙面に対して垂直となる。
【００２３】
図示された具体的な実施例の中で、継手２６及び２８は遊びをもって相互接続された小環
としてそれぞれ構成され、前記小環は側片部２９、３１の内端部に設けられており、ある
いは二つの継手を有すはみにおいては中央部３０に設けられている。この継手２６、２８
の構造により、継手を、限定された三次元的な動作範囲を伴う接続部品とすることが出来
る。この継手の許容動作範囲の中心は関節軸と考えられる。それは小環を通る中心軸にお
ける空間的位置と実質的に一致する。関節軸は図３における点線３４によって示されてい
る。二つの相互に連結された小環を含んだ継手の特徴的な構造は、その上に直角に配置し
た第二の関節軸３６である。それは図３における点線３６によって示されている。両軸と
も穴３２の平面、従って図３の紙面に対して４５°の角度で傾斜している。
【００２４】
よりよい図をあらわす、図２から図４における具体的な実施例の中で、各小環の穴におけ
る自由な内部領域は、該小環を構成するリングの断面と比較して相対的に大きくなってい
るので、接続部２６は例えば側片部２９、３１の長手方向に大きな遊びを有する。その図
はこのように理解を容易にするためにある。しかしながら実際には、隙間はより小さくな
っている。図１に見られるように、リング部分は小環部分の穴の少なくとも半分を、好ま
しくはそれ以上を占めている。好ましい実施例の中で、リングの断面は小環の穴の面積の
７０％より大きく、８０％、９０％も同様に可能である。
【００２５】
図１に基づく実施例の中で、中央部３０は二つの平行した接続穴３８、４０を有している
。他の実施例では、これらの接続穴は互いに直角方向に穿設されてもよい。図１では、こ
れら二つの穴は例えば２センチメートルから３センチメートルの間といった、比較的短い
間隔をもって互いに配置されている。このような結果、中央部３０の全長はきわめて短く
、長さは最大で４センチメートル、好ましくは最大３センチメートルである。それは側片
部分の近接した部分よりも明らかに厚みがあるので、枷２４の中央において、前述したよ
り大きなより大きな断面積を得ることが出来る。両方の実施例とも、枷２４における断面
は両側へ向かって均等に小さくなり、中央部と同様の厚さになるべく、穴３２部分におい
て再び大きくなる。
【００２６】
図１の中で、中央部３０はオリーブ形の形状をしている。それはまた、他の構造でも良く
、例えば側面で小環が軸状に突き出した円盤状であったり、ロール状にしたり、あるいは
球状にするなどがあげられよう。
【００２７】
図３及び図４からより明確に見うけられるように、側片部がカーブしている。これは特に
図４において明らかであり、中央部３０の位置する部分がわずかにアーチ状となっている
のを示している。このアーチの形状は馬の口の中で枷２４の中心が枷の他の部分と比べて
より下方向に伸びるように定められている。
【００２８】
図２より明確に見うけられるように、二つの穴３２は、側片部の長手方向に直角ではなく
、９０°と等しくならない角度ベータ、特に６０°から８５°の角度ベータでそれぞれ位
置している。これは図２に見ることが出来る。図２では穴３２が側片部における外端部を
傾斜した角度で貫通している、該穴３２における中心軸を一点鎖線４２で示している。直
線の一点鎖線４４は両側片部の外端部を接続する線である。直線の一点鎖線４６は直線４
４と平行であり、軸４２との交差角度をより詳しく図示するために描かれている。図２は
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軸４２が直線４６に対してほぼ８２°である角度ベータで傾斜しているのを示している。
これにより二つの軸４２は後部で交差している。継手における具体的な実施例にかかわり
なく、その配置は中央線に線対称となるように表される。
【００２９】
馬用の小勒における現行技術と異なり、本発明による小勒は、通常馬の前部にあるであろ
う側部を有している。それは図１及び図２における矢印４８で示している。はみの具体的
な実施例の中で、少なくとも一部の、例えば側片部の対応する領域が例えば「前部」とい
うように呼ばれる。
【００３０】
その構造によって、従来提示されたタイプのはみは、手綱を緩める或いは締めた時のいず
れかにおいて、馬の口における口腔内の適度な位置を取るものであった。新しく提示した
はみは、手綱を緩めるにしても締めるにしても、馬の口における口腔内の空間的な状況に
いずれも対応できるものであり、本発明の改良点である。
好ましくは、中央部が二つの穴を有し、該穴の中心線が２．５センチ以下、好ましくは２
センチ以下の間隔をおいている。
好ましくは、少なくとも一つの継手と他の全ての継手が、遊びを有する形で互いに連結さ
れた小環として構成され、それらは、側片部あるいは中央部における末端領域に設けられ
ている。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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